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プラネタリウム投映機「コスモくん」　　　ありがとう！
～船橋市プラネタリウム館　投映機・座席等のリニューアルのため長期休館～

　1987年の開館以来、36年間にわたりプラネタリウム館の星
空を映し続けたGN-AT型投映機（愛称「コスモくん」）は、11
月26日をもってその役割を終えました。リニューアル後は新し
い投映機に変わります。多くの方に愛されたコスモくんの星空
は、これからもみなさんの心に残ることでしょう。

　市内の幼稚園や保育園、小学校をはじめとする、
近隣市の子供たちがプラネタリウム館を訪れ、学
習投映を観覧しました。他にも、土日等には市内
外のお客様が投映を楽しみました。また、季節の
行事に関するイベントや天文講演会等の特別投映
でもたくさんの方が来館しました。
　コスモくんによる星空を観覧した人数は、36年間 
で延べ863,537人にものぼります。
　コスモくんは、今後館内の展示ホールに展示さ
れる予定です。

　
　11月18日（土）に、「GN-AT型投映機『コ
スモくん』卒業式」が開催されました。36
年間コスモくんの投映に携わってきたゆかり
の方をお招きし、その思い出を振り返りまし
た。来館者は、コスモくんの映し出す星空を
観覧し、最後の別れを惜しみました。

「GN-AT型投映機『コスモくん』卒業式」

　約4000万個もの星を投映できる最新型の投
映機「パンドラⅡ」と、ゆったりと座れる横幅
のある座席に変わり、より質の高い投映を楽し
むことができるようになります。リニューアル
後の情報は船橋市プラネタリウム館ホームペー
ジや「広報ふなばし」等で随時お知らせします。

船橋市プラネタリウム館が生まれ変わります！

36年間で延べ86万人以上が来場

特 別
投 映

表紙絵　阿部　菜穂（坪井中学校　教諭）

昭和62年の
開館当時の様子

船橋市プラネタリウム館
の情報はこちらから⬇
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制作者は写真を撮った理由や工夫した
点など、自分の作品について話します。 

互いの作品を鑑賞 

鑑賞から制作へ

児童⽣徒の作品展

　「私の船橋ストーリー」は令和３年度から始まった所蔵作品を活⽤した図⼯・美術の授業プ
ログラムです。この授業プログラムでは、写真家・北井⼀夫⽒が80年代の船橋市を撮影した
シリーズ作品〈フナバシストーリー〉を、⼦供たちがパソコンやタブレットで鑑賞した後、
⾃分たちの写真作品を制作します。令和５年度は、12⽉に開催する市所蔵作品展において、
授業プログラムを実施する４校の児童⽣徒の作品を展⽰します。

『私の船橋ストーリー』
～所蔵作品を活用した美術教育について～ 

夢・アート展

撮った写真を1つの画面に構成し、言葉
を添え作品をつくり上げます。 

「私の船橋ストーリー」をつくる 

各自で設定したテーマに合わせて、生徒
の身近な船橋の写真を撮影します。

写真を撮る 

「フナバシストーリー」の写真作品をパソ
コンやタブレット端末で鑑賞します。

北井一夫「フナバシストーリー」を鑑賞 

　夢・アート展は、夢や願いを作品に
表すことを通して、豊かな情操を養
うことを⽬的としています。ふなばし
アンデルセン公園内の「⼦ども美術
館」を会場として、毎年、夏休み中に
開催しています。⼩・中・特別⽀援学
校の児童⽣徒が制作した絵画作品、約
600点を展⽰しています。

船橋市⼩・中・特別⽀援学校造形作品展 
　船橋市⼩・中・特別⽀援学校造形作品展は、「⼦供たちの⾊・形・夢」をテーマ
として、豊かな情操を養うとともに創造的表現⼒の伸⻑を図ることを⽬的として
開催しています。毎年2⽉に開催し、約4000⼈の市⺠が訪れる美術の展覧会で
す。船橋市⺠ギャラリーを会場として、児童⽣徒が授業の中で制作した、⽴体的
な作品約1600点を展⽰しています。

アートにふれる機会

対話を通じて“美術鑑賞の楽しみ⽅”を学ぶ 
　学校と連携した事業として、展覧会に向けた事前授業、見学会での学芸員による

「対話型鑑賞」を行っています。「対話型鑑賞」は先生や学芸員から作品についての知
識や情報などを一方的に聞くのではなく、児童生徒が主体的に「見る」「考える」「話す」

「聞く」「発見する」ことをキーワードに、描かれたものから作品の意味を探るグルー
プワークです。友達の発言から新たな気づきが生まれます。

ふなばしアートカードを活用した授業
　「ふなばしアートカード」は所蔵作品の中から船橋市ゆかりの作品や名画などをカー
ドにしたオリジナルの美術教材です。カードを使ったアクティビティを通して、作品を

「見る、考える、話す、聞く」の言語活動を促し、美術鑑賞の基礎を楽しく学びます。
　（公財）船橋市文化・スポーツ公社では令和4年度から「対話型鑑賞教室」としてアー
トカードを活用したグループワークを行う授業を市内の小学校で展開しています。

　船橋市では子供たちが主体的にアートに関わり、心豊かに成長するとともに、生涯にわたり鑑賞や創作活動に参加する素地を育むため、学校と連携した取り組みを進めています。その取り組みの一つとして、本市に
ゆかりのある芸術家の美術作品を中心とした約600点の所蔵作品を、学校の授業や芸術鑑賞教育に活用しています。他にも、児童生徒が、図工・美術の授業の中で取り組んだ作品を様々な場所で展示するなど、アー
トにふれる機会を設けています。今号は、その一部を紹介します。

船橋市の図⼯・美術教育



4 学校へ通えず家庭から出られないお子様のことでお悩みの方は、
《 ふれあい「夢のふなっこ」 》にご相談ください。
☎ 047-434-6811　火曜日から金曜日　午前 10 時から午後３時まで

　平成元年からスタートし、船橋市と津別町の子供たちがお互いの街を行き来する船橋市・津別町
青少年交流事業が 4 年ぶりに、令和 5 年 8 月 6 日～ 9 日にかけて北海道網走郡津別町にて実施され
ました。本市の子供たちは主催の船橋市少年少女団体連絡協議会の指導者のもと、森林体験をはじ
めとした様々なプログラムを通じて仲間や津別町の子供たちと交流を深めました。令和 6 年度は、
津別町の子供たちが船橋市に来る予定です。

『すずきの竜田揚げ』
～大根おろしソースがけ～

わが校の給食自慢レシピ 八木が谷小学校編

八木が谷小学校 学校栄養職員　三津越 千絵

作り方
❶ �すずきに、しょうゆ、酒を振り、30分程度おき、
下味をつける。

❷ �大根をすりおろす。
❸ �かつおだしをとり、Aの調味料を入れ、煮立たせ
る。

❹ �❸に❷の大根おろしを加え、再び煮立たせ、火を
止める。

❺ �❶のすずきに片栗粉をつけ、揚げる。揚げあがり
に、❹をかける。

牛乳

豆腐と白菜豆腐と白菜
のスープのスープごはんごはん

のり酢あえのり酢あえ
すずきの竜田揚げすずきの竜田揚げ
大根おろしソースがけ大根おろしソースがけ

12 月の船橋産の旬の食材は、大根です。
大根は、品種改良が進み、年間を通して全国各地
で出回ります。その中で、冬の船橋の大根は、甘み
があり、このレシピの大根おろしソースも、辛みが
おさえられているので、子供たちにも食べやすく、
本校で人気の料理になっています。
葉にはカルシウムや鉄が多く含まれています。葉
も食べれば、栄養摂取とともに、食品ロス削減にも
つながります。
寒さがきびしくなるこれからの時期、船橋の大根
は、特におすすめの食材です。

レ シ ピ 紹 介レ シ ピ 紹 介

　津別町の子供たちとの対面式を行いました。
自己紹介やレクリエーションを行い親睦を深め
ました。

津別町の子供たちとの対面式と交流会

　当日は残念ながら雨が降ってしまい、川下り
を実施することができませんでしたが、公民館
でボートの乗り方等のレクチャーを受けました。

網走川体験プログラム

　様々な形の木片やビーズなどを使ってオリジ
ナルキーホルダーを作りました。

木工プログラム

　パプリカやトマトを収穫したり、採集したエ
ゾマツなどの葉から芳香蒸溜水を作ったりしま
した。

農業体験・森林体験

見つめようふるさと・広めよう友情の輪
～船橋市・津別町青少年交流事業～

すずき（50g程度の切り身）‥‥‥‥‥ 4切れ
しょうゆ‥‥‥‥‥‥‥‥‥大さじ1（18g）
酒‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１（15g）
大根（すりおろす）‥‥‥‥‥ 2cm程度（60g）
かつお節（だし用）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1g
水（だし用）‥‥‥‥‥‥‥ 1/4カップ（50ml）
　　みりん‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ2（12g）
Ａ　酒‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ1（５g）
　　しょうゆ‥‥‥‥‥‥‥小さじ2（12g）
かたくり粉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
油‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量

材　料（4人分）材　料（4人分）


